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議会運営委員会 

 

令和８年６月２４日（水曜日）午後零時０３分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 森 本 彰 伸 副 委 員 長 田 村 正 宏 

委 員 相 馬   剛 委 員 林   美 幸 

委 員 星 野 健 二 委 員 小 島 耕 一 

委 員 平 山   武 委 員 中 村 芳 隆 

 

欠席委員（なし） 

 

オブザーバー（２名） 

議 長 齊 藤 誠 之 副 議 長 齋 藤 寿 一 

 

説明のための出席者（なし） 

 

出席議会事務局職員 

事 務 局 長 平 井 克 巳 議 事 課 長 岩 波 ひろみ 

議事課長補佐
兼 庶 務 係 長 

佐 藤 久美子 議事調査係長 石 田 篤 志 

書 記 黒 沢 大 輔   

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．挨 拶 

    ・委員長 

  ３．協議事項 

   ⑴令和８年６月那須塩原市議会定例会議について 

    ①追加提出案件について 

     ○市長提出案件………………３件 

      ・補正予算案件     １件 

      ・協定の締結案件    １件 

      ・契約の変更案件    １件 
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        （即決案件）     件 

     ○議会提出案件………………０件 

        （即決案件）     件 

   ⑵第２回議員研修会の開催について 

   ⑶その他 

  ４．閉 会 
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開会 午後 零時０３分 

 

◎開会の宣告 

○森本委員長 皆さんそろいましたので、これから

委員会を始めさせていただきたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎委員長挨拶 

○森本委員長 お忙しいところありがとうございま

す。 

  この後、予算常任委員会もあるということで、

お昼の時間も限られていると思いますので、円滑

な執行に御協力いただきますようお願いいたしま

して、私からの挨拶とさせていただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○森本委員長 それでは、協議事項に入らせていた

だきます。 

  令和８年６月那須塩原市議会定例議会について

です。 

  協議事項としまして、令和８年６月那須塩原市

議会定例会議について、提出案件についてですけ

れども、市長提出案件が３件、補正予算案件１件、

協定の締結案件、契約の変更案件１件が提出され

ております。 

  全協で追加議案について説明がありましたが、

これまで議運で決定していることもありますので、

事務局から整理をお願いいたします。 

  係長。 

○石田議事調査係長 説明させていただきます。 

  まず、協定の締結案件１件につきましては、令

和８年５月29日に開催した議会運営委員会におい

て即決と決定したところでございます。 

  次に、先ほど、全員協議会のほうで追加案件と

して詳細な説明がありましたのは、令和８年度一

般会計補正予算（第４号）及び契約の変更案件１

件の合計２件になります。 

  このうち、一般会計補正予算（第４号）につき

ましては、前回の議会運営委員会において、市道

新幹線側道西３号線等の整備に伴う工事に係る継

続費補正として提出予定であるとの説明を受けて

おりましたが、先ほどの全協では、これに加えて、

ワールドチーズアワードの視察に要する経費につ

いての説明もございました。 

  つきましては、これら令和８年度一般会計補正

予算（第４号）と、契約の変更案件１件の２件に

つきましては、取扱いのほうが決定しておりませ

んので、その取扱いのほうを御決定いただきます

ようよろしくお願いいたします。 

  説明は以上になります。 

○森本委員長 分かりました。 

  まず、令和８年度一般会計補正予算（第４号）

の取扱いについて御意見をお願いします。 

  お願いします。 

  中村委員、どうぞ。 

○中村委員 即決でお願いします。 

○森本委員長 即決の御意見がございました。 

  令和８年度一般会計補正予算（第４号）につい

て、即決することで御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、そのように

取り扱います。 

  続きまして、契約の変更案件の取扱いについて

お諮りします。 

  予算を除く追加議案については、即決で取り扱

うことと先例で定めておりますので、令和８年度

一般会計補正予算（第４号）が可決された場合、
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即決することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、そのように

取り扱います。 

  ⑴終わりまして、⑵に入ります。第２回議員研

修会の開催について。 

  内容について事務局から説明をお願いします。 

  係長。 

○石田議事調査係長 ただいま資料のほうを送信い

たしました。 

  こちら、第２回議員研修会についてということ

で説明させていただきます。 

  過日、議運長のほうから、９月定例会議前に決

算審査に関する研修を行ってはどうかとの御相談

をいただきましたので、こちら資料にあるとおり、

段取りとさせていただきました。 

  初めに、１の目的についてですが、１つ目は、

決算審査を前に研修を受講することで、審査の着

眼点や必要な知識を整理して、より充実した委員

会審査につなげることになります。 

  ２つ目といたしましては、新人議員に対する決

算審査の基礎知識のフォロー及びスキルの底上げ

を図ることでございます。 

  ２の日時、内容につきまして、日程につきまし

ては、開催まであまり時間がないことから、講師

の都合なども加味して、議運長と相談の上決定さ

せていただきました。令和８年８月５日水曜日午

前10時から２時間になります。 

  場所が黒磯公民館いきいきふれあいセンターに

なります。 

  内容につきましては、資料に記載のとおりにな

ります。 

  講師の先生につきましては、前回の研修で非常

に評判がよかったとのことから、前回同様、川本

達志先生にお願いしております。 

  本日の議会運営委員会にて御承認いただいた後

に、取り急ぎ、全議員向けに周知をサイボウズに

てさせていただきまして、７月の全員協議会にて

改めて全議員向けに報告したいと考えております。 

  説明は以上になります。 

○森本委員長 係長から御説明をいただきました。 

  この研修について、個別に皆さんに私のほうか

らも相談をさせていただいた部分ではあると思う

んですけれども、決算の前に一度、特に新人議員

の方々というのは決算についての詳しい研修を受

けた方というのも少ないのかなとも思いますんで、

議運のほうで研修を行うことによって、決算審査

の大切さだったりとか、決算審査の充実、これを

図っていきたいなと思い、今回の研修を企画させ

ていただきました。 

  皆さんから質疑はありますでしょうか。 

  何か、御意見でもいいですけれども。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 よろしいですか。 

〔「ないです」と言う人あり〕 

○森本委員長 それでは、このような方向で進めて

いくということでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないということで、⑵のほう

を閉じさせていただきたいと思います。 

  ⑶その他。 

  ９月定例会の初日における牛柄はっぴの着用に

ついてということで、これも事務局から説明お願

いします。 

  係長。 

○石田議事調査係長 例年、９月定例会議初日にお

ける、初日は牛柄はっぴを着用して行っていると

いうことで、今年度につきましても同様でよろし

いかどうかの御協議をしていただければと思いま

す。 
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  なお、今回は９月４日金曜日が初日になってお

りまして、前回はポロシャツ、議員の皆さんの共

通のポロシャツを着て、その上にはっぴを着用し

たというスタイルになっておりました。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせてい

ただきます。 

○森本委員長 執行部も牛柄なのかな。 

 局長。 

○平井議会事務局長 議会のほうで、正副が着た後

に執行部のほうに連絡を入れて、執行部も着てい

たと記憶しているんで、協力はお願いをしていま

す。 

○森本委員長 分かりました。 

  何か質疑ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 じゃ、前年どおりということでよろ

しいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 ありがとうございます。 

  その他で皆さんから何かございますでしょうか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 議会基本条例の第11条の恐らく第４号

だったと思うんですが、他団体との協定について

ということで、条例では、国及び他の地方公共団

体との協定を議決案件とするとなってございます。 

  ですが、国及び他の地方公共団体との協定など

は、急を要したり何かするので、これまでそれが

議決をする必要があったのかどうかというのもあ

るとは思うんですが、もう一点、今日の民間事業

者との協定について、あれだけ質疑とか、ちょっ

と分かんないとかということがあるんで、国及び

地方公共団体との協定というよりは、民間事業者

との協定についてに、今回報告案件になっている

理由は11条にその規定がないからということにな

りますので、今後その必要性等、それから、また、

第11条の第１項の第４号でしたっけ、国及び他の

地方公共団体との協定を議決要件として議決案件

にしている、それについて詳しいところを、まず

変更ができるかどうかを今後調査いただいて。 

○森本委員長 できるかどうか調査する必要ですね。 

○相馬委員 調査いただいて、できれば、国及び他

の地方公共団体というよりは、民間との協定案件

にしたほうがいいんじゃないかなというふうに思

いますので、その辺を今後考えていただきたいと

思います。 

○森本委員長 そうすると、ほぼ全ての協定は議決

案件にしていくという考え方ですよね。 

○相馬委員 いや、全てでは。 

〔「それはやんないほうが」と言う人あ

り〕 

○齊藤議長 今日のは執行部の説明も悪いし、聞く

ところが協定の案件しか聞けないのに、中をどん

どん掘っていっちゃった。何をやるかというのは

本来あそこだと聞けない。 

  だから、市がどういうことがあって、どういう

メリットがあるかだけ言えばいいのにという話だ

ったんで。 

  でも、マイクログリッドのほうもやる、マイク

ログリッドを進めている中での次の締結をすれば

よかったんだけれども、協定がタイトルに来ちゃ

ったんで、ああいうふうに訳分かんなくなっちゃ

ったんですって。 

  なので、ちょっと出し方を変えてもらわないと、

みんな訳分かんない質疑ばかりしてくるようにな

っちゃう。 

  本来であれば全然いいやり取りでいいんですけ

れども、じゃ、議決案件にしたら時間ばかり食っ

ちゃって、話が、要は執行部だって分からないこ

とを協定に上げているという状態にもなっちゃっ

ている。 
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  だから、協定の在り方自体をもうちょっと考え

るほうがいいんじゃないかな。 

○森本委員長 報告の仕方にもよる。 

○齊藤議長 そう、安易に協定を結んでばかりいる

けれども、大丈夫なのかそれ、という話と、でき

れば今回、これは住友生命にだけ職業をあっせん

しているけれども、いいのかとか、そういう質疑

を本当は欲しかったんですけれども、何か歩いて

いて、アプリが、みたいな。 

 そうそう、そこは別にあまり揉まなくてもいい

のかなと思っているんですけれども。 

  なので、だからまず、議決案件というよりは…

…。 

○相馬委員 そうすれば委員会で審査できるんじゃ

ないのか、１回。ただ単に報告案件であるので、

報告で終わりですって、もう報告案件だから質疑

をしても何も変わらないし、委員会からの意見は

報告案件だから出せないので。 

〔「ないんですよ」と言う人あり〕 

○相馬委員 だから、それが、例えば、あそこに国

と他の地方公共団体とあるけれども、そんなのほ

ぼほぼ必要ないものだし、国と地方公共団体との

協定なんか、別にというか、議会で議決が要する

という……。 

○齊藤議長 今日もし駄目と言っちゃったら、大体

もう予定組んでいるから、上げているんだから、

全然駄目じゃない。 

○森本委員長 だからもっと早い段階でやっていく、

早めにやっていく。 

○相馬委員 もうちょっと早い段階で、計画という

か、そういう協定が……。 

〔「決まってから報告じゃなくて」と言う

人あり〕 

○齊藤議長 そうしたら、俺が思ったのは、もとも

と進捗の状況で、今回で言うと健康増進に関わる

新たな取組についてみたいな話で、こういうこと

を民間企業とやっていくと言えば、次の説明のと

きに住生が来たというふうにできるんですけれど

も、一括で議論をしようとするから、みんな掘り

起こしたくなっちゃう。 

  この間言っていたのだって、マイクログリッド

が分かんないとかと言ったけれども、それは分か

んない人が悪いんだという話なんで、市がやるの

に、みんなが議決したものの深掘りを今回上程し

てきたときに、たまたま３者とこれを勧めますと

いう案件のことだったのに、協定だけの話の内容

からどんどん違うほうに行っちゃって、何人まで

必要なんだと聞かれたままでいっちゃうという、

脱線が起きてしまったというのがあったんで、出

し方をちょっと工夫してくれということで。 

  広瀬部長は分かったと言ってくれましたけれど

も、あとの課長さんとか部長さんにもうまく言っ

てください。その協定に関して。 

  じゃないと、今、議運ではひょっとしたら議決

の件になるぞと言っていたぞぐらいの話で言えば、

えっと多分なると思うんで。 

  まずはその辺で。 

○相馬委員 現実にはあれだけ質疑が出て、みんな

なかなか協定の内容についてすぐあれなんで、一

旦民間との協定というのは、そういう必要はない

のかどうかを検討していただいてもよろしいのか

なというふうには。 

○森本委員長 事務局とそこは調整…… 

○相馬委員 相談してみてください。 

○森本委員長 お話を聞いて相談してみます。 

○相馬委員 最終的には執行部との相談になると。 

○森本委員長 それはなると思います。 

○齊藤議長 実施する内容はまた別なんですよね、

それを分かってくれないと、いつまでも掘ってい

っちゃう。 
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〔「協定多いからね」と言う人あり〕 

○平山委員 議運の誰も知らないといって、例えば

議長とか何か少しやっておけば、突然ばっと出さ

ないでやれば。 

  それを例えば何人かが知らないというのは、関

係ないと言うけれども、誰も知らないというのは

まずいでしょう。 

  そういう出し方をするように、ちょっと気を遣

ってもらったほうがいいんじゃないですか。 

○森本委員長 そこは、事務局とあと執行部と相談

させていただいて、また皆さんに報告できるよう

にしていきたいなと思いますんで、よろしくお願

いします。 

  そのほか。 

  林委員、どうぞ。 

○林委員 会議の始まりに遅刻して申し訳ございま

せんでした。 

〔「いや、まだ始まっていないから大丈夫

です、別に」と言う人あり〕 

○森本委員長 始まっていないから。 

〔「始まっていないから大丈夫です、遅か

っただけ」と言う人あり〕 

○森本委員長 それだけか。 

○林委員 はい。 

○森本委員長 ありがとうございます。 

  そのほか何かありますか。 

  よろしいですか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○森本委員長 それでは、議会運営委員会を閉会い

たします。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 零時１７分 

 


